
研
究
論
文孔

雀
文
磐
の
図
様
と
そ
の
変
遷
－
近
江
の
作
例
を
中
心
に

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
馨
　
孔
雀
文

は
じ
め
に

丁
　
鷲
の
概
要

史
　
隆

近
江
に
は
質
量
と
も
に
充
実
し
た
仏
教
工
芸
の
通
例
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
が
テ
ー
マ
と
す
る
磐
に
お
い
て
も
、
国
宝
を
含
む
国
指
定
重
要
文
化
財
三

二
件
の
う
ち
、
五
件
が
近
江
に
所
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
件
の
う
ち
、
四
件

が
器
面
に
孔
雀
文
を
あ
し
ら
っ
た
い
わ
ゆ
る
孔
雀
文
撃
で
あ
る
こ
と
が
特
筆
さ

れ
、
未
指
定
品
も
含
め
る
と
、
近
江
に
現
存
す
る
室
町
期
以
前
の
孔
雀
文
磐
は

十
数
例
に
の
ぼ
る
。

筆
者
は
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
に
お
い
て
工
芸
担
当
学
芸
員
と
し
て
勤
務

し
た
由
縁
で
、
調
査
・
展
示
活
動
を
通
じ
て
磐
に
接
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

本
稿
で
は
、
磐
に
描
か
れ
た
文
様
の
中
で
も
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
孔
雀
文
に

焦
点
を
据
え
、
近
江
に
所
在
す
る
代
表
的
な
作
例
を
辿
り
な
が
ら
、
各
時
代
の

表
現
様
式
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
、
若
干
の
所
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

磐
の
研
究
に
関
し
て
は
贋
瀬
都
巽
氏
に
よ
る
古
典
的
名
著
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

氏
の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
薯
の
概
要
と
沿
革
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
。

磐
は
仏
教
で
用
い
ら
れ
る
梵
音
具
の
一
つ
で
、
中
国
の
打
楽
器
を
起
源
と
す

る
。
字
面
が
示
す
通
り
、
当
初
は
石
や
玉
で
作
ら
れ
て
い
た
が
、
時
代
の
経
過

と
と
も
に
、
耐
久
性
に
優
れ
た
鉄
や
銅
な
ど
の
金
属
製
へ
と
変
容
す
る
。
磐
が

仏
教
の
梵
音
具
と
し
て
と
り
い
れ
ら
れ
た
の
は
初
唐
頃
と
考
え
ら
れ
、
わ
が
国

で
は
　
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
　
や
　
『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資

財
帳
』
　
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
奈
良
時
代
よ
り
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
当
期
の
制
作
で
現
存
す
る
の
は
正
倉
院
宝
物
中

に
み
ら
れ
る
鉄
磐
一
例
の
み
で
あ
る
。
碧
の
形
状
は
中
国
に
お
い
て
は
直
線
的

な
「
へ
」
字
形
で
あ
っ
た
が
、
わ
が
国
に
伝
播
す
る
と
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、

連
弧
式
で
左
右
均
等
の
山
形
が
主
流
と
な
り
、
後
に
蝶
形
、
蓮
華
形
な
ど
異
形

の
磐
も
作
り
出
さ
れ
た
。

通
常
、
磐
の
中
央
に
は
蓮
華
形
の
撞
座
を
置
き
、
そ
の
両
側
の
左
区
・
右
区
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に
文
様
が
配
さ
れ
る
。
奈
良
時
代
は
撞
座
の
み
の
素
文
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時

代
に
な
る
と
素
文
に
加
え
、
草
花
文
、
宝
相
華
唐
草
文
、
蓮
華
唐
草
文
な
ど
の

植
物
文
が
多
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は
宝
塔
文
、
雷
神
文
な
ど
の
具
象
文
も
用
い
ら

れ
る
な
ど
、
多
彩
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
。
孔
雀
文
が
登
場
す

る
の
は
平
安
時
代
後
期
頃
で
あ
る
が
、
当
初
は
草
花
や
蝶
な
ど
の
意
匠
と
組
み

合
わ
せ
る
の
が
通
例
で
、
孔
雀
の
姿
態
も
後
の
時
代
の
よ
う
に
定
型
化
せ
ず
、

自
由
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
に
な
る
と
孔
雀
文
撃
が
飛
躍
的
に

増
加
し
、
碧
の
文
様
の
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

そ
も
そ
も
、
孔
雀
は
美
し
い
羽
を
持
つ
こ
と
に
加
え
、
悪
草
毒
虫
を
駆
逐
す

る
こ
と
か
ら
、
仏
教
で
は
災
厄
を
除
い
て
吉
祥
を
招
く
瑞
鳥
と
し
て
尊
ば
れ
た
。

ま
た
、
妙
音
を
発
す
る
と
説
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
砦
の
文
様
に
採
用
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
孔
雀
文
自
体
は
歴
史
が
古
く
、
わ
が
国
で
は
す
で
に

正
倉
院
宝
物
に
お
い
て
密
陀
絵
、
平
文
、
刺
繍
な
ど
の
技
法
で
あ
ら
わ
さ
れ
て

い
る
。
平
安
時
代
以
降
も
彫
刻
、
絵
画
、
工
芸
な
ど
の
分
野
で
広
汎
に
使
用
さ

れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
中
尊
寺
金
色
堂
の
須
弥
壇
格
狭
間
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
孔

雀
文
は
よ
く
知
ら
れ
、
須
弥
壇
の
制
作
時
期
や
、
孔
雀
文
格
狭
間
の
起
源
な
ど

と
絡
め
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
磐
に
関
し
て
は
、
主
と
し
て
外
観
も
し
く
は

桂
庵
の
形
式
に
基
づ
く
考
察
が
中
心
で
、
孔
雀
文
に
関
し
て
は
、
深
く
追
究
さ

れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

京
都
・
峰
定
寺
蔵
の
仁
平
四
年
（
一
一
五
四
）
銘
草
花
文
砦
な
ど
ご
く
僅
か
で
、

孔
雀
文
磐
で
は
承
安
四
年
　
（
一
一
七
四
）
　
銘
の
個
人
蔵
品
一
例
の
み
で
あ
る
。

近
江
で
は
平
安
期
の
制
作
と
さ
れ
る
磐
は
四
例
を
数
え
る
が
、
孔
雀
文
撃
は
次

に
述
べ
る
園
城
寺
の
作
例
が
唯
一
で
あ
る
。

二
　
平
安
時
代
の
作
例

前
述
の
廣
瀬
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
に
制
作
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る

撃
は
全
国
総
数
で
四
十
例
近
く
に
及
ぶ
。
し
か
し
、
紀
年
銘
を
有
す
る
も
の
は
、

①
金
銅
孔
雀
文
薯
　
【
図
1
】
　
（
重
要
文
化
財
）
　
大
津
市
・
園
城
寺

据
張
二
六
・
二
セ
ン
チ

両
面
式
の
磐
で
、
表
裏
同
文
で
あ
る
。
撞
座
を
は
さ
ん
で
対
向
す
る
孔
雀
を
左

右
対
称
に
鋳
出
し
、
草
花
や
蝶
な
ど
の
意
匠
は
添
え
な
い
。
片
面
は
薄
手
の
た
め

図
様
が
不
鮮
明
で
、
作
行
き
も
若
干
劣
る
。
孔
雀
の
姿
態
は
ほ
ぼ
側
面
観
で
あ
ら

わ
さ
れ
る
が
、
体
躯
を
少
し
こ
ち
ら
側
に
向
け
る
。
手
前
側
の
翼
を
大
き
く
広
げ
、

撞
座
側
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
も
う
一
方
の
翼
を
腹
越
し
に
わ
ず
か
に
覗
か
せ
る
。
両

脚
の
う
ち
手
前
側
の
脚
を
前
方
に
屈
曲
し
て
浮
か
せ
、
撞
座
側
に
あ
ら
わ
さ
れ
る

も
う
一
方
の
脚
で
直
立
す
る
。
こ
れ
は
磐
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
孔
雀
文
で
は
最
も
一

般
的
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
孔
雀
文
の
基
本
型
と
も
い
え
る
。

孔
雀
の
頭
部
、
胴
部
、
脚
部
、
尾
羽
を
描
く
ラ
イ
ン
は
端
正
で
張
り
が
あ
り
、

体
躯
各
部
の
繋
が
り
も
自
然
で
破
綻
が
な
い
。
頭
部
、
脚
先
、
尾
羽
先
端
の
三

ヶ
所
を
結
ぶ
と
、
安
定
し
た
正
三
角
形
を
構
成
す
る
。
頭
部
に
は
精
惇
な
相
貌

が
あ
ら
わ
さ
れ
、
長
く
鋭
い
囁
、
柔
ら
か
な
質
感
を
は
ら
む
冠
毛
を
有
し
、
長

い
頚
は
し
な
や
か
に
カ
ー
ブ
す
る
。
胴
部
に
は
抑
揚
の
あ
る
肉
付
け
を
施
し
、

表
面
に
は
赦
密
な
毛
彫
り
で
斑
紋
状
の
羽
毛
を
刻
む
。
翼
は
広
大
で
、
硬
質
の

両
覆
羽
と
柔
ら
か
な
風
切
羽
を
描
き
分
け
、
今
に
も
飛
翔
せ
ん
と
す
る
一
瞬
の

動
き
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
脚
部
は
腿
に
肉
付
け
を
加
え
、
足
先
に
い
く
に
つ

れ
て
細
く
締
ま
る
。
脚
先
の
蹴
爪
・
址
も
精
巧
に
仕
上
げ
て
い
る
。
後
方
に
翻
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る
尾
羽
は
、
斑
紋
を
魚
鱗
状
に
配
し
、
各
々
の
斑
紋
の
周
囲
に
は
精
細
な
毛
筋

を
刻
む
。
腰
部
の
羽
毛
は
や
や
図
案
化
さ
れ
て
お
り
、
S
字
状
の
カ
ー
ブ
を
描

い
て
先
端
が
筆
先
状
に
尖
る
。
平
面
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
奥
行
き
を
感
じ

さ
せ
、
孔
雀
の
躍
動
感
を
巧
み
に
表
現
す
る
。
流
麗
な
描
写
と
相
侯
っ
て
、
い

か
に
も
瑞
鳥
と
い
っ
た
趣
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

本
稿
で
論
及
す
る
近
江
の
孔
雀
文
磐
の
な
か
で
も
最
も
優
れ
た
出
来
映
え
を
示

す
ば
か
り
で
な
く
、
平
安
後
期
の
代
表
的
な
磐
で
あ
る
大
阪
・
個
人
蔵
の
草
花
孔

雀
文
撃
や
和
歌
山
・
清
浄
心
院
の
花
鳥
文
磐
の
孔
雀
文
と
比
べ
て
も
、
洗
練
度
に

お
い
て
勝
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
二
作
が
草
花
や
蓮
池
の
中
で
遊
ぶ
様
を
描
く
の
に

た
い
し
、
本
作
は
添
景
が
捨
象
さ
れ
て
孔
雀
文
が
単
独
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
以
後
の

薯
に
頻
出
す
る
基
本
型
孔
雀
文
の
確
立
を
こ
こ
に
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
鎌
倉
時
代
の
作
例

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
分
厚
い
器
胎
、
幅
広
い
縁
取
り
、
深
く
切
り
こ
ん
だ
股

入
り
な
ど
総
じ
て
重
厚
な
つ
く
り
と
な
り
、
文
様
は
高
肉
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
こ

の
時
代
に
な
る
と
紀
年
銘
を
有
す
る
作
例
が
増
加
し
、
と
り
わ
け
十
三
世
紀
は
全

般
に
わ
た
っ
て
基
準
作
例
が
散
在
す
る
。
代
表
的
な
作
例
を
あ
げ
る
と
、
大
分
・

個
人
蔵
の
承
元
三
年
　
（
一
二
〇
九
）
　
銘
孔
雀
文
磐
、
文
化
庁
蔵
の
建
保
元
年
（
一

一
二
一
二
　
銘
孔
雀
文
撃
、
岩
手
・
地
蔵
院
蔵
の
延
長
二
年
　
（
一
一
一
五
〇
）
　
銘
孔
雀

文
繋
、
和
歌
山
・
蓮
花
院
蔵
の
文
永
十
年
　
（
一
二
七
三
）
　
銘
孔
雀
文
磐
、
福
島
・

金
剛
寺
蔵
の
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
　
銘
雲
龍
孔
雀
文
磐
な
ど
が
あ
り
、
近
江
に

お
い
て
は
、
次
に
述
べ
る
金
剛
輪
寺
お
よ
び
小
谷
寺
の
磐
が
著
名
で
あ
る
。

②
銅
孔
雀
文
警
【
図
2
】
　
（
重
要
文
化
財
）
　
秦
荘
町
・
金
剛
輪
寺

裾
張
三
〇
・
二
セ
ン
チ

表
裏
に
針
書
銘
が
あ
り
、
裏
面
に
貞
応
元
年
　
（
二
一
二
二
）
　
の
年
号
が
記
さ

れ
る
。
両
面
式
で
あ
る
が
表
裏
各
一
対
、
計
四
羽
の
孔
雀
の
図
様
が
全
て
異

な
る
点
が
独
特
で
あ
る
。
孔
雀
の
日
や
噂
を
あ
ら
わ
す
線
、
翼
・
尾
羽
の
毛
筋

な
ど
は
鋳
上
が
っ
た
後
に
刃
先
の
太
い
宝
で
刻
ん
で
仕
上
げ
を
施
し
て
い
る
。

表
面
の
図
様
を
み
る
と
、
左
右
の
孔
雀
と
も
に
両
翼
を
立
て
、
奥
に
位
置
す
る

翼
が
背
中
越
し
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
向
か
っ
て
右
側
の
孔
雀
は
翼
を
真
上
に
向

け
て
、
ほ
ぼ
垂
直
に
立
て
る
の
に
対
し
、
向
か
っ
て
左
側
の
孔
雀
は
翼
の
立
ち

上
げ
が
穏
や
か
で
、
後
方
に
な
び
く
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
向
か

っ
て
右
側
の
孔
雀
は
両
脚
を
広
げ
て
歩
む
よ
う
な
姿
勢
を
と
る
の
に
対
し
、
向

か
っ
て
左
側
の
孔
雀
は
右
脚
を
前
方
に
曲
げ
て
浮
か
せ
、
址
の
力
を
抜
い
て
飛

び
立
た
ん
と
す
る
姿
で
表
さ
れ
る
。
裏
面
の
図
様
は
、
向
か
っ
て
右
側
の
孔
雀

が
表
面
向
か
っ
て
右
側
の
孔
雀
と
ほ
ぼ
同
様
の
姿
態
で
あ
る
が
、
右
脚
を
高
く

上
げ
、
址
を
わ
ず
か
に
曲
げ
て
い
る
点
が
微
妙
に
異
な
る
。
一
方
、
向
か
っ
て

左
側
の
孔
雀
は
通
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
孔
雀
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
毛
筋
の

彫
り
具
合
な
ど
、
総
じ
て
表
面
の
ほ
う
が
造
形
的
に
秀
で
て
い
る
。

体
躯
各
部
に
目
を
向
け
る
と
、
頭
部
は
冠
毛
、
喝
が
小
ぶ
り
で
、
頚
は
短
く
、

屈
曲
が
穏
や
か
で
あ
る
。
胴
は
肉
付
き
よ
く
、
大
き
く
広
げ
た
翼
や
、
力
の
み

な
ぎ
る
脚
部
な
ど
、
全
身
に
動
性
が
露
わ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
細

部
を
凝
視
す
る
と
、
両
翼
の
雨
覆
羽
と
風
切
羽
の
羽
毛
を
同
質
に
あ
ら
わ
す
こ

と
や
脚
先
の
蹴
爪
と
址
が
太
く
生
硬
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
柔
ら
か
さ
に
欠
け
る

点
は
否
め
な
い
。
尾
羽
は
、
実
際
の
孔
雀
の
ご
と
く
後
方
に
垂
れ
下
が
り
、
斑

紋
は
二
列
の
筋
状
に
配
し
て
い
る
。
斑
紋
の
周
縁
の
毛
筋
は
無
造
作
に
刻
ま
れ
、
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毛
足
は
比
較
的
長
い
。
腰
部
の
羽
毛
は
少
量
で
短
く
、
内
側
に
わ
ず
か
に
カ
ー

ブ
を
描
く
の
み
で
図
式
化
し
て
い
る
。
孔
雀
の
表
現
は
具
象
的
か
つ
躍
動
的
で
、

細
部
に
拘
泥
し
な
い
お
お
ら
か
さ
が
看
取
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
特
有
の
溌
刺
と

し
た
気
風
を
有
す
る
磐
で
あ
る
。

③
銅
孔
雀
文
撃
【
図
3
】
　
（
重
要
文
化
財
）
　
湖
北
町
・
小
谷
寺

裾
張
二
八
・
九
セ
ン
チ

裏
面
に
弘
長
三
年
　
（
一
二
六
三
）
　
の
銘
が
あ
る
。
両
面
式
の
磐
で
表
裏
同
文

で
あ
る
。
縁
取
り
の
幅
が
広
い
た
め
、
大
形
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
様
の

占
め
る
ス
ペ
ー
ス
は
狭
い
。
通
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
孔
雀
は
、
体
部
に
匹
敵
す
る

長
さ
の
尾
羽
が
目
を
引
き
、
概
観
と
し
て
は
左
右
に
長
い
印
象
を
受
け
る
。
頭
部

は
や
や
小
さ
く
、
噂
も
小
ぶ
り
で
あ
る
。
頚
は
短
く
、
均
一
の
太
さ
で
強
く
屈
曲

す
る
。
胴
は
華
馨
で
抑
揚
に
乏
し
い
た
め
、
硬
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
翼
は
幅
が
狭

い
う
え
に
短
く
、
風
切
羽
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。
一
見
す
る
と
刃
の
如
く
鋭

利
で
直
線
的
に
み
え
る
。
脚
部
は
短
く
、
腿
に
は
肉
付
け
が
殆
ど
な
い
。
足
先
は

蹴
爪
が
ご
く
微
小
な
突
起
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
址
は
脚
部
の
割
合
に
比
し
て
長
く
、

力
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
腰
部
の
羽
毛
も
少
量
で
短
く
、
直
線
的
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

尾
羽
の
斑
紋
は
魚
鱗
状
に
配
さ
れ
、
斑
紋
周
縁
の
毛
筋
は
短
く
不
規
則
に
刻
ま
れ

る
。
総
じ
て
、
金
剛
輪
寺
撃
に
比
べ
て
迫
力
が
減
じ
て
い
る
。
屈
曲
の
激
し
い
頚

に
短
い
囁
、
痩
せ
た
胴
部
、
小
型
で
直
線
的
な
翼
と
い
っ
た
特
徴
は
、
鎌
倉
時
代

後
半
以
降
に
み
ら
れ
る
孔
雀
文
撃
の
定
型
で
、
本
品
は
そ
の
様
式
的
先
駆
と
も
い

え
る
。
平
安
時
代
後
期
か
ら
発
展
を
遂
げ
た
孔
雀
文
が
、
こ
こ
に
き
て
形
式
化
し

つ
つ
あ
る
兆
候
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
金
銅
雲
形
孔
雀
文
撃
【
図
4
】
　
（
重
要
文
化
財
）
　
米
原
市
・
成
菩
提
院

裾
張
二
七
・
一
セ
ン
チ

い
わ
ゆ
る
雲
形
と
称
す
る
珍
し
い
形
姿
を
呈
す
る
。
裏
面
は
素
文
で
撞
座
の
み

を
あ
ら
わ
す
片
面
磐
で
あ
る
。
裏
面
に
二
カ
所
、
刻
銘
が
あ
る
が
、
制
作
を
示
す

年
号
は
な
い
。
孔
雀
文
は
表
面
に
一
対
、
通
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
雲
形
と
い

う
特
異
な
形
状
の
た
め
、
全
体
的
に
や
や
窮
屈
な
印
象
を
与
え
る
。
孔
雀
は
頭
部

が
大
き
く
、
噂
が
短
い
。
頚
は
短
く
、
後
方
に
激
し
く
屈
曲
す
る
。
胸
を
大
き
く

前
に
突
き
出
す
た
め
、
直
立
し
た
よ
う
な
格
好
と
な
る
。
翼
は
直
線
的
で
あ
る
が
、

雨
覆
羽
と
風
切
羽
で
表
現
を
違
え
、
小
谷
寺
警
ほ
ど
硬
く
な
い
。
脚
部
は
腿
・
脛

と
も
に
細
く
、
蹴
爪
・
址
を
あ
ら
わ
す
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
尾
羽
の
斑
紋
は
三
列

の
筋
状
に
配
さ
れ
、
斑
紋
周
縁
の
毛
筋
は
棟
状
に
少
量
刻
む
の
み
で
あ
る
。
腰
部

の
羽
毛
は
細
長
く
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
い
て
後
方
に
な
び
く
。
胴
部
と
脚
部

が
構
成
す
る
輪
郭
が
直
線
的
で
や
や
単
調
で
あ
る
が
、
小
谷
寺
磐
に
比
べ
て
、
体

躯
の
量
感
が
豊
か
で
、
巽
の
翻
り
も
力
強
く
、
全
身
に
緊
張
感
が
失
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
よ
り
も
や
や
先
行
し
、
金
剛
輪
寺
撃
に
近
い
十
三
世
紀
前
半

の
制
作
と
推
察
さ
れ
る
。

－68－

⑤
銅
孔
雀
文
磐
　
（
滋
賀
県
指
定
文
化
財
）
　
浅
井
町
・
醍
醐
寺

裾
張
三
〇
・
〇
セ
ン
チ

文
亀
三
年
　
（
一
五
〇
三
）
　
銘
の
説
相
告
や
、
掲
磨
、
輪
宝
等
と
と
も
に
　
「
法

具
類
」
と
し
て
一
括
で
指
定
さ
れ
て
お
り
、
従
来
は
こ
れ
に
近
い
室
町
期
の
制

作
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
形
状
や
後
述
す
る
孔
雀
文
か
ら
判
断
し
て
も
、
制

作
時
期
は
鎌
倉
時
代
末
に
ま
で
遡
る
。
孔
雀
文
は
通
形
で
表
裏
同
文
で
あ
る
。

頭
部
に
は
長
く
鋭
い
塀
を
具
え
、
頚
は
屈
曲
が
穏
や
か
で
、
胸
に
か
け
て
綾
や



か
な
カ
ー
ブ
を
描
く
。
胴
部
は
華
著
で
や
や
直
立
気
味
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
翼

は
細
長
く
、
刃
状
に
鋭
く
尖
る
が
、
雨
覆
羽
と
風
切
羽
を
措
き
分
け
て
い
る
。

脚
部
は
細
い
が
、
腿
に
幾
分
の
肉
付
け
を
施
し
、
址
は
長
い
。
尾
羽
は
長
大
で

魚
鱗
状
の
斑
紋
は
数
が
多
く
整
然
と
配
さ
れ
る
。
腰
部
に
生
え
た
羽
毛
は
少
量

で
直
線
的
で
あ
る
。
以
上
に
挙
げ
た
特
徴
お
よ
び
薯
の
外
観
は
、
大
仏
殿
所
用

と
伝
え
ら
れ
　
「
沙
弥
観
如
」
銘
の
あ
る
東
大
寺
蔵
・
孔
雀
文
碧
に
比
較
的
近
い

と
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
磐
の
図
様
と
は
若
干
系
統
が
異
な
る
が
、
直

線
的
な
翼
や
長
大
な
尾
羽
な
ど
、
小
谷
寺
撃
と
の
親
近
性
を
有
し
、
外
観
は
こ

れ
に
比
べ
て
股
入
り
が
深
く
、
側
縁
も
緩
や
か
な
弧
を
描
き
な
が
ら
外
側
に
開

い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
て
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
前
半
頃
の
制

作
と
位
置
付
け
た
い
。

⑥
銅
孔
雀
文
警
　
（
大
津
市
指
定
文
化
財
）
　
大
津
市
・
園
城
寺

裾
張
二
三
・
一
セ
ン
チ

園
城
寺
の
護
法
善
神
堂
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
薯
で
、
小
谷
寺
磐
を
そ
の
ま
ま

縮
小
し
た
か
の
よ
う
な
外
観
を
ロ
王
す
る
。
両
面
式
・
表
裏
同
文
で
、
孔
雀
文
は

通
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
体
躯
は
バ
ラ
ン
ス
良
く
表
現
さ
れ
、
特
に
肉
付
け
の

豊
か
な
胴
部
や
尾
羽
の
形
状
が
同
じ
囲
城
寺
の
平
安
期
の
磐
　
（
①
）
　
の
そ
れ
を

彷
彿
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
範
と
し
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
し
か
し

明
ら
か
な
隔
た
り
も
あ
り
、
屈
曲
が
強
く
短
い
頚
、
刃
状
に
細
長
い
翼
、
細
い

腿
と
長
い
址
を
併
せ
持
っ
た
脚
部
な
ど
、
鎌
倉
時
代
後
期
以
降
の
特
徴
を
具
え

る
。
尾
羽
の
斑
紋
や
毛
筋
な
ど
、
細
部
の
図
様
が
省
略
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
み

う
け
ら
れ
る
点
も
、
こ
の
こ
と
を
例
証
す
る
。
制
作
時
期
は
十
四
世
紀
中
頃
と

推
測
さ
れ
る
。

四
　
南
北
朝
・
室
町
時
代
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鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
相
当
す
る
十
四
世
紀
中
の
紀
年
銘
を
有
す

る
作
例
は
僅
か
で
、
孔
雀
文
磐
に
限
る
と
蓼
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
全
国
的
に
み

て
も
奈
良
・
龍
松
院
の
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
銘
金
銅
孔
雀
文
薯
や
山
梨
・
本

国
寺
の
康
永
四
年
（
一
三
四
五
）
　
銘
孔
雀
文
撃
、
個
人
蔵
の
正
平
十
二
年
二
三

五
七
）
　
銘
孔
雀
文
薯
、
個
人
蔵
の
元
中
二
年
　
（
一
三
八
五
）
　
銘
孔
雀
文
撃
な
ど
、

そ
の
総
数
は
十
例
に
も
満
た
な
い
。
し
か
も
、
近
江
で
は
残
念
な
が
ら
一
例
も
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
室
町
時
代
に
な
る
と
、
紀
年
銘
作
例
は
飛
躍
的
に
増

加
す
る
。
以
下
で
は
、
室
町
時
代
の
紀
年
銘
を
有
す
る
百
済
寺
の
砦
に
つ
い
て
述

べ
る
と
と
も
に
、
無
銘
な
が
ら
も
、
在
銘
品
と
の
比
較
か
ら
南
北
朝
時
代
も
し
く

は
室
町
時
代
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
作
例
を
列
挙
し
て
お
く
。

⑦
銅
孔
雀
文
磐
　
【
図
5
】
　
甲
良
町
・
西
明
寺

裾
張
二
〇
・
〇
セ
ン
チ

両
面
式
、
表
裏
同
文
で
、
片
面
の
撞
座
中
央
に
　
「
法
花
堂
」
　
の
銘
文
が
刻
ま

れ
る
が
、
制
作
年
を
示
す
手
が
か
り
は
な
い
。
前
作
と
同
様
、
小
谷
寺
砦
を
縮

小
し
た
よ
う
な
形
状
で
、
孔
雀
文
は
通
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
屈
曲
の
強
い
頚

と
短
い
囁
、
痩
せ
た
胴
部
、
雨
覆
羽
と
風
切
羽
の
区
切
り
が
暖
味
で
狭
小
な
翼

な
ど
、
孔
雀
文
の
特
徴
も
概
ね
小
谷
寺
撃
の
系
譜
上
に
連
な
る
。
一
方
で
、
胸

を
張
っ
て
直
立
し
た
よ
う
な
姿
勢
や
丈
の
短
い
尾
羽
は
成
菩
提
院
碧
を
想
起
さ

せ
る
。
面
貌
、
翼
の
羽
毛
、
址
、
尾
羽
な
ど
体
躯
各
部
の
表
現
が
粗
雑
か
つ
不

明
瞭
で
、
図
像
の
形
式
化
と
表
現
技
法
の
劣
化
が
進
行
し
っ
つ
あ
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
制
作
時
期
は
十
四
世
紀
も
後
半
に
入
る
と
思
わ
れ
る
。



⑧
銅
孔
雀
文
撃
　
（
草
津
市
指
定
文
化
財
）
　
草
津
市
・
観
音
寺

裾
張
一
九
・
六
セ
ン
チ

両
面
式
、
表
裏
同
文
で
、
孔
雀
文
は
通
形
。
本
品
も
外
観
は
小
谷
寺
薯
と
同

じ
形
状
を
呈
し
、
小
さ
な
頭
部
に
短
い
喝
、
屈
曲
が
強
く
短
い
頚
、
直
線
的
な

翼
な
ど
、
孔
雀
文
も
相
似
す
る
。
強
く
突
き
出
し
た
胸
や
斑
紋
の
配
列
が
整
理

さ
れ
た
尾
羽
な
ど
、
一
部
に
成
菩
提
院
磐
と
共
通
す
る
感
覚
も
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
肉
付
け
が
豊
か
で
張
り
の
あ
る
胴
部
は
圏
域
寺
薯
（
①
）
を
想
起
さ
せ
、

古
様
な
要
素
も
持
ち
合
わ
せ
る
。
制
作
時
期
は
十
四
世
紀
後
半
頃
か
。

⑨
銅
孔
雀
文
磐
【
図
6
】
　
（
東
近
江
市
指
定
文
化
財
）
　
東
近
江
市
・
百
済
寺

裾
張
二
二
・
二
セ
ン
チ

弧
の
入
り
が
深
く
、
周
縁
の
稜
線
の
鏑
立
ち
が
強
い
。
裏
面
に
応
永
二
卜
五

年
　
二
四
▲
八
）
　
の
刻
銘
が
あ
る
。
両
面
式
で
あ
る
が
金
剛
輪
寺
撃
と
同
様
、

表
裏
四
羽
の
孔
雀
の
姿
態
が
全
て
異
な
る
。
表
面
は
向
っ
て
右
側
が
通
形
で
あ

ら
わ
さ
れ
る
が
、
左
側
の
孔
雀
は
両
足
で
直
立
す
る
。
一
方
、
裏
面
は
左
右
一
▲

羽
と
も
尾
羽
を
垂
ら
し
、
向
か
っ
て
左
側
の
孔
雀
は
背
中
を
こ
ち
ら
側
に
向
け

る
。
い
ず
れ
も
頚
が
細
長
く
、
胴
と
　
「
く
」
字
形
に
折
り
曲
げ
た
巽
が
寸
詰
ま

り
で
見
劣
り
す
る
。
脚
部
は
細
長
い
脛
が
目
立
ち
、
腿
は
殆
ど
を
省
略
す
る
。

脚
先
の
蹴
爪
・
址
は
短
小
で
力
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
尾
羽
の
斑
紋
は
不
規
則
な

魚
鱗
状
に
配
さ
れ
、
斑
紋
の
中
心
は
先
端
が
円
形
の
室
を
用
い
て
繰
り
返
し
打

ち
こ
み
、
周
縁
の
毛
筋
も
単
調
な
棟
状
に
刻
む
。
左
右
の
図
様
を
違
え
て
、
変

化
を
も
た
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
工
夫
が
功
を
奏
し
て
い
な

い
の
は
、
体
躯
各
所
の
造
形
が
脆
弱
な
こ
と
に
起
因
す
る
。
た
だ
、
稚
拙
な
作

例
が
圧
倒
的
に
多
い
室
町
期
の
撃
の
中
で
は
比
較
的
完
成
度
が
高
い
と
い
え
る
。

⑲
鋼
孔
雀
文
禦
　
（
大
津
市
指
定
文
化
財
）
　
大
津
市
・
園
城
寺

裾
張
三
上
ハ
・
七
セ
ン
チ

園
城
寺
の
金
堂
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
大
形
の
撃
。
両
面
式
、
表
裏
同
文
で
、

孔
雀
は
通
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
縁
の
幅
が
広
い
た
め
、
磐
の
大
き
さ
に
反
し

て
文
様
の
占
め
る
割
合
は
小
さ
い
。
孔
雀
は
頭
部
が
過
大
で
、
頚
は
太
く
短
い
。

胴
部
が
き
わ
め
て
細
い
た
め
、
頚
と
の
境
目
が
明
確
で
は
な
い
。
翼
は
細
い
う

え
に
短
く
、
雨
覆
羽
と
風
切
羽
が
一
体
化
し
て
い
る
。
脚
部
は
短
小
で
不
自
然

に
曲
げ
ら
れ
、
址
も
そ
の
体
を
な
し
て
い
な
い
。
尾
羽
は
三
列
の
筋
状
に
配
さ

れ
る
が
、
平
板
で
鎖
を
連
ね
た
よ
う
に
み
え
る
。
頭
部
・
胴
部
・
翼
・
尾
羽
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
図
様
が
崩
れ
、
孔
雀
の
生
気
が
失
わ
れ
て
い
る
の
は
、
度

重
な
る
転
写
を
重
ね
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
制
作
時
期
は
十
五

世
紀
後
半
頃
で
あ
ろ
う
。

70

⑪
銅
孔
雀
文
撃
　
（
東
近
江
市
指
定
文
化
財
）
　
東
近
江
市
・
光
林
寺

裾
張
一
六
・
八
セ
ン
チ

小
形
の
磐
で
、
股
入
り
が
深
く
、
縁
取
り
の
幅
は
狭
い
。
両
面
式
で
あ
る
が

表
裏
で
文
様
が
異
な
る
。
一
方
の
面
に
は
通
形
の
孔
雀
文
を
あ
ら
わ
す
が
、
も

う
一
万
の
面
に
は
、
近
江
の
石
造
美
術
に
よ
く
見
ら
れ
、
近
江
式
文
様
と
も
称

さ
れ
る
三
茎
蓮
を
あ
ら
わ
す
。
撞
座
も
ふ
く
め
て
文
様
が
き
わ
め
て
薄
手
に
仕

上
が
る
。
孔
雀
は
頭
部
を
上
に
向
け
、
塀
は
太
く
短
い
。
頚
は
短
く
、
わ
ず
か

に
湾
曲
す
る
の
み
で
あ
る
。
頚
と
胴
の
境
は
不
明
瞭
で
、
締
ま
り
が
な
い
。
翼

は
刃
状
に
尖
り
、
雨
覆
羽
と
風
切
羽
の
境
は
区
分
け
し
て
い
る
が
、
羽
毛
を
あ

ら
わ
す
筋
は
殆
ど
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
胴
と
の
位
置
関
係
も
不
自
然
で
あ
る
。

脚
部
に
は
抑
揚
が
な
く
折
り
曲
が
っ
た
棒
の
よ
う
で
、
脚
先
は
蹴
爪
・
址
の
形



が
暖
味
で
判
別
し
が
た
い
。
尾
羽
は
垂
れ
下
が
り
、
斑
紋
は
凸
形
を
不
規
則
に

並
べ
る
の
み
で
あ
る
。
総
じ
て
鈍
重
な
造
作
で
、
制
作
時
期
は
十
五
世
紀
後
半

頃
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
甚
だ
簡
略
で
は
あ
る
が
、
各
時
代
の
孔
雀
文
に
つ
い
て
の
諸
相
を
述
べ

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
要
約
し
て
お
く
と
、
平
安
時
代
　
（
後
期
）
　
の
孔
雀

文
は
、
長
く
鋭
い
囁
、
す
ら
り
と
伸
び
て
屈
曲
す
る
頚
、
抑
揚
の
あ
る
胴
と
脚
、

大
き
く
て
し
な
や
か
な
翼
な
ど
、
隅
々
ま
で
丁
寧
に
つ
く
ら
れ
、
相
互
に
均
整
が

と
れ
て
い
る
。
羽
毛
や
斑
紋
な
ど
細
部
の
表
現
も
繊
細
で
、
総
じ
て
格
調
高
い
作

風
を
示
す
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
屈
曲
の
強
い
頚
、
前
に
突
き
出
た
胸
、
大
き
く

翻
る
尾
羽
な
ど
、
体
躯
各
所
に
過
剰
と
も
い
う
べ
き
力
が
具
わ
り
、
動
性
を
強
く

あ
ら
わ
し
た
雄
揮
な
作
風
へ
と
変
わ
る
が
、
小
谷
寺
撃
の
ご
と
く
、
全
身
か
ら
緊

張
感
が
抜
け
、
図
様
も
画
一
化
の
兆
し
を
見
せ
る
。
南
北
朝
時
代
は
鎌
倉
期
の
小

谷
寺
磐
の
作
風
を
継
承
す
る
も
、
頚
の
屈
曲
、
胴
の
緊
縮
、
胸
の
張
り
、
翼
の
尖

り
な
ど
が
誇
張
さ
れ
て
硬
直
化
す
る
。
同
時
に
、
羽
毛
や
尾
羽
の
斑
紋
と
い
っ
た

細
部
の
省
略
も
顕
著
と
な
り
、
退
化
期
に
は
い
る
。
室
町
時
代
に
な
る
と
こ
れ
ま

で
と
は
一
転
し
て
、
首
の
屈
曲
や
胸
の
張
り
、
脚
先
の
力
が
弱
く
な
り
、
全
身
が

弛
緩
す
る
。
図
様
、
表
現
技
法
と
も
に
粗
放
と
な
る
。
孔
雀
の
も
つ
高
貴
さ
が
失

わ
れ
て
通
俗
化
し
、
こ
こ
に
造
形
上
の
終
焉
を
迎
え
る
。

サ
ン
プ
ル
数
が
不
充
分
で
、
明
確
な
結
論
を
導
き
出
せ
た
と
は
言
い
難
い
。
ま

た
、
孔
雀
文
も
単
線
的
な
過
程
で
発
展
を
遂
げ
た
の
で
は
な
く
、
複
数
の
系
統

が
併
存
し
て
い
た
こ
と
は
現
存
作
例
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
難

点
は
承
知
し
て
い
る
が
、
大
凡
で
は
あ
る
に
せ
よ
孔
雀
文
の
時
代
様
式
と
そ
の

変
遷
過
程
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
考
察
の
範
囲

を
他
地
域
の
作
例
に
も
拡
大
し
、
そ
の
上
で
、
和
鏡
を
は
じ
め
と
す
る
磐
以
外

の
金
属
工
芸
品
や
彫
刻
、
絵
画
、
建
築
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
孔
雀
文
と
の
精
微
な

比
較
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
図
像
・
様
式
に
お
け
る
相
互
の
影
響
関

係
の
問
題
と
も
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
、
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
と
い
え

る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
磐
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
孔
雀
文
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
る
が
、
近
江
と

い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
作
例
を
主
な
対
象
と
し
た
た
め
、
論
述
の
基
礎
を
な
す

註（
1
）
　
『
日
本
銅
碧
の
研
究
』
　
（
清
閑
含
、
昭
和
卜
八
年
）
。

〈
2
）
金
色
堂
格
狭
間
の
孔
雀
文
様
を
取
り
上
げ
た
主
な
論
考
は
、
西
田
正
秋
「
金
色
堂
の
孔
雀
」

（
『
画
説
』
　
三
九
、
昭
和
十
五
年
）
、
内
藤
条
「
中
尊
寺
金
色
堂
　
孔
雀
格
狭
間
試
考
」

（
『
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
』
　
三
、
平
成
元
年
）
　
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）
　
註
1
前
掲
書
で
は
、
簡
潔
で
は
あ
る
が
各
時
代
の
孔
雀
文
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て

い
る
。

（
4
）
　
な
お
、
囲
城
寺
の
警
以
外
で
は
、
東
近
江
市
・
百
済
寺
蔵
唐
草
文
碧
、
長
浜
市
・
舎
那
院

蔵
素
文
薯
、
同
・
総
持
寺
蔵
草
花
文
薯
が
あ
る
。

（
5
）
　
銘
文
は
次
の
通
り
。

（
表
）
　
「
松
峯
山
」
　
「
金
剛
輪
寺
」

（
裏
）
　
「
貞
歴
元
年
四
月
日
」

（
6
）
　
「
大
聖
寺
′
弘
長
三
年
琴
二
二
月
十
日
鋳
之
／
願
主
僧
浄
遅
」

（
7
）
　
裏
面
の
二
ヶ
所
に
　
「
民
安
寺
」
　
の
針
書
銘
が
あ
る
。
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（
8
）
　
本
品
の
銘
文
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
　
「
建
武
四
年
　
二
一
二
二
七
）
」
　
や
　
「
延
元
巳
年

二
二
二
二
九
）
」
　
な
ど
の
読
み
方
が
あ
っ
た
が
、
近
年
、
加
島
勝
氏
に
よ
っ
て
　
「
康
永
四
年

（
〓
∴
四
五
こ
と
推
定
さ
れ
た
　
（
『
M
U
S
E
U
M
』
　
五
八
七
　
平
成
十
五
年
）
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
十
四
世
紀
に
制
作
さ
れ
た
撃
で
あ
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
。

（
9
）
　
孔
雀
文
響
以
外
で
は
、
金
剛
輪
寺
蔵
の
永
和
二
年
　
二
三
七
六
）
　
銘
素
文
片
面
磐
が
あ

る
。

（
1
0
）
　
註
1
廣
瀬
氏
前
掲
書
に
は
飯
福
寺
蔵
の
大
永
七
年
　
（
↓
五
二
七
）
　
銘
孔
雀
文
砦
が
掲
戟
さ

れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
未
見
の
た
め
本
稿
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。

（
1
1
）
　
銘
文
は
次
の
通
り
。

「
近
江
囲
野
洲
郡
　
福
林
寺
金
剛
寿
院
」
　
「
應
永
廿
五
年
朋
′
　
正
月
吉
願
主
常
建
」

〔
付
記
〕
　
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
園
城
寺
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
よ
り
写
真
資
料
の
提
供

に
つ
い
て
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
深
く
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

古
川
史
隆
　
（
ふ
る
か
わ
・
ふ
み
た
か
）

一
九
九
七
年
　
神
戸
大
学
文
学
部
卒
業

二
〇
〇
〇
年
　
神
戸
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
了

滋
賀
県
」
止
安
土
城
考
古
博
物
館
学
芸
員
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
学
芸
員
を
経
て
、
現

在
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
主
任
技
師
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図2　銅孔雀文碧く表〉（金剛輪寺）　重要文化財

図4　金銅雲形孔雀文警（成菩提院）　重要文化財

図6　銅孔雀文驚く裏〉（百済寺）

図1　金銅孔雀文菅（園城寺）　重要文化財

図3　銅孔雀文警（小谷寺）　重要文化財
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図5　銅孔雀文警（西明寺）


